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予
算
特
別
委
員
会

情
報
委
員
会

監
査
委
員

い
ば
ら
き
の
土
づ
く
り
推
進
は
耕
畜
連
携
シ
ス
テ
ム
を
確
立

　
い
ば
ら
き
の
土
づ
く
り
推
進

運
動
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　
県
は
、
堆
肥
を
活
用
し
た
土

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
土

づ
く
り
応
援
団
を
組
織
し
、
畜

産
農
家
と
栽
培
農
家
を
結
び
つ

け
、
堆
肥
流
通
を
促
進
す
る
全

県
的
な
耕
畜
連
携
シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
構

想
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る

が
、
茨
城
の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
の

よ
う
に
高
め
て
い
く
の
か
、
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
は
、
今
ま
で
は
「
安
物
の

茨
城
産
」
と
い
う
評
価
だ
っ
た

が
、
今
後
は
い
い
も
の
を
作
る

こ
と
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

り
、
そ
れ
を
核
に
し
た
茨
城
な

ら
で
は
の
販
売
戦
略
を
策
定
す

る
と
答
え
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
茨
城
農
業
改
革

に
向
け
た
取
り
組
み
、
林
業
に

お
け
る
環
境
保
全
の
取
り
組
み

な
ど
も
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
に
伴
う
新
生
活
圏
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

常
任
委
、
特
別
委
等
の
新
人
事
決
ま
る

予
算
削
減
下
の
事
業
方
針
は
合
併
特
例
債
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用広

が
る
自
警
団
の
活
動
は
手
引
き
等
作
成
し
支
援

　
県
内
に
五
四
と
広
が
っ
た
自

警
団
の
活
動
に
対
す
る
県
警
の

支
援
や

え
方
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
警
は
、
自
警
団
活
動
の
注

意
点
や
通
報
の
方
法
を
記
載
し

た
「
自
警
団
活
動
の
手
引
き
」

を
作
成
し
て
お
り
、
自
警
団
活

動
に
は
気
長
に
危
険
な
く
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と

え
て
い
る

と
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
立
高
校
の
再
編
に

よ
り
近
い
将
来
廃
校
と
な
る
高

校
の
施
設
や
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
は
、
昨
年
設
置
し
た
検
討

会
議
に
お
い
て
、
県
・
市
町
村

・
民
間
な
ど
に
よ
る
活
用
の
可

能
性
を
検
討
し
て
お
り
、
特

に
、
四
月
か
ら
統
合
と
な
る
高

校
も
あ
る
た
め
早
急
に
結
論
を

出
し
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
捜
査
報
償
費
の

公
開
、
県
警
航
空
隊
の
活
動
状

況
、
学
校
教
育
に
お
け
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
市
町
村
間
格
差

な
ど
も
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

自警団による防犯パトロールの模様

県内各地を結ぶ道路整備

　
公
共
事
業
費
が
削
減
さ
れ
る

中
で
、
土
木
部
は
事
業
に
ど
の

よ
う
な
方
針
で
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
は
、
現
在
の
財
政
状
況
で

は
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
れ
る

の
は
や
む
を
得
な
い
が
、
合
併

特
例
債
の
活
用
に
よ
る
合
併
支

援
道
路
整
備
事
業
や
、
民
間
の

力
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の

導
入
等
に
よ
り
、
事
業
の
推
進

を
図
り
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
経
営
評
価
で
緊
急
の

改
善
が
必
要
と
さ
れ
た
県
住
宅

供
給
公
社
へ
の
指
導
と
対
応
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
は
、
公
社
は
使
命
を
終
え

つ
つ
あ
る
と
の
有
識
者
に
よ
る

検
討
委
員
会
の
提
言
を
受
け
、

本
年
秋
を
目
途
に
県
と
し
て
方

針
を
定
め
る
と
答
え
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
県
内
港
湾
の
改

正
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
（
海
上
に

お
け
る
人
命
安
全
の
た
め
の
国

際
条
約
）
へ
の
対
応
、
茨
城
住

宅
管
理
協
会
の
役
割
と
県
の
指

導
状
況
な
ど
も
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　
市
町
村
合
併
の
進
展
に
よ
り

市
町
村
の
規
模
拡
大
や
行
財
政

基
盤
が
強
化
さ
れ
る
一
方
、
新

た
な
地
域
間
格
差
が
生
じ
る
な

ど
様
々
な
問
題
も
懸
念
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
合
併
後
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
地
域
の

一
体
性
を
確
保
し
た
新
た
な
地

域
づ
く
り
へ
向
け
た
施
策
展
開

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、

衡
の
と
れ
た
新
た
な

地
域
づ
く
り
へ
向
け
た
諸
方
策

の
あ
り
方
を
調
査
す
る
た
め
、

三
月
二
二
日
の
本
会
議
で
、

「
市
町
村
合
併
に
伴
う
新
生
活

圏
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
構
成

は
一
五
人
で
次
の
と
お
り
で

す
。

委
員
長
　
　
青
　
木
　
來
三
郎

副
委
員
長
　
鬼
　
沢
　
忠
　
治

委
　
員
　
　
木
　
本
　
信
　
男

　
〃
　
　
　
伊
　
沢
　
勝
　
徳

　
〃
　
　
　
戸
井
田
　
和
　
之

　
〃
　
　
　
田
　
所
　
嘉
　
徳

　
〃
　
　
　
小
田
木
　
真
　
代

　
〃
　
　
　
山
　
口
　
武
　
平

　
〃
　
　
　
磯
　

　
久
喜
雄

　
〃
　
　
　
錦
　
織
　
孝
　
一

　
〃
　
　
　
荻
　
津
　
和
　
良

　
〃
　
　
　
関
　
　
　
宗
　
長

　
〃
　
　
　
森
　
田
　
悦
　
男

　
〃
　
　
　
細
　
田
　
武
　
司

　
〃
　
　
　
足
　
立
　
寛
　
作

　
三
月
二
二
日
の
本
会
議
で
、

各
常
任
委
員
会
委
員
（
八
面
に

掲
載
）
と
予
算
特
別
委
員
会
委

員
等
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
予
算
特
別
委
員
会
は
県
の
予

算
を
総
合
的
に
検
討
し
、
予
算

審
査
の
一
体
性
を
確
保
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
委
員
会

で
す
。

　委
員
長
　
　
市
　
原
　
健
　
一

副
委
員
長
　
新
　
井
　
　
　
昇

委
　
員
　
　
福
　
地
　
源
一
郎

　
〃
　
　
　
松
　
浦
　
英
　
一

　
〃
　
　
　
潮
　
田
　
龍
　
雄

　
〃
　
　
　
飯
　
塚
　
秋
　
男

　
〃
　
　
　
武
　
藤
　
　
　

　
〃
　
　
　
鈴
　
木
　
徳
　
穂

　
〃
　
　
　
山
　
岡
　
恒
　
夫

　
〃
　
　
　
小
　
川
　
一
　
成

　
〃
　
　
　
田
　
山
　
東
　
湖

　
〃
　
　
　
石
　
川
　
多
　
聞

　
〃
　
　
　
澤
　
畠
　
俊
　
光

　
〃
　
　
　
藤
　
島
　
正
　
孝

委
　
員
　
　
坪
　
井
　
　
　
透

　
〃
　
　
　
白
　
田
　
信
　
夫

　
〃
　
　
　
染
　
谷
　
　
　
清

　
〃
　
　
　
川
　
口
　
三
　
郎

　
〃
　
　
　
長
谷
川
　
修
　
平

　
〃
　
　
　
今
　
　
　
一
　
男

　
〃
　
　
　
鈴
　
木
　
孝
　
治

　
〃
　
　
　
大
　
内
　
久
美
子

　
議
会
運
営
委
員
会
は
議
会
運

営
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
議

会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
や
議

会
の
規
則
や
条
例
に
関
す
る
事

項
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事

項
を
協
議
す
る
委
員
会
で
す
。

　委
員
長
　
　
山
　
口
　
伸
　
樹

副
委
員
長
　
細
　
谷
　
典
　
幸

委
　
員
　
　
山
　
岡
　
恒
　
夫

　
〃
　
　
　
澤
　
畠
　
俊
　
光

　
〃
　
　
　
本
　
澤
　
昭
　
治

　
〃
　
　
　
香
　
取
　
　
　
衛

　
〃
　
　
　
加
倉
井
　
昭
　
喜

　
〃
　
　
　
臼
　
井
　
平
八
郎

　
〃
　
　
　
細
　
田
　
武
　
司

委
　
員
　
　
井
　
手
　
義
　
弘

　
情
報
委
員
会
は
県
議
会
情
報

公
開
条
例
の
制
定
に
伴
い
設
置

さ
れ
た
も
の
で
、
公
文
書
の
開

示
決
定
等
に
つ
い
て
の
不
服
申

立
の
調
査
や
事
前
調
査
、
さ
ら

に
は
情
報
提
供
施
策
の
充
実
に

関
し
調
査
等
を
す
る
委
員
会
で

す
。

　委
員
長
　
　
粕
　
田
　
良
　
一

副
委
員
長
　
磯
　

　
久
喜
雄

委
　
員
　
　
鈴
　
木
　
徳
　
穂

　
〃
　
　
　
市
　
原
　
健
　
一

　
〃
　
　
　
小
　
川
　
一
　
成

　
〃
　
　
　
大
　
高
　
伸
　
一

　
〃
　
　
　
黒
　
部
　
博
　
英

　
〃
　
　
　
長
谷
川
　
典
　
子

　
〃
　
　
　
常
　
井
　
洋
　
治

　
〃
　
　
　
鈴
　
木
　
孝
　
治

　
飯
　
野
　
重
　
男

　
西
　
條
　
昌
　
良
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質
問
者
２
－
３
面
代
表
質
問
（
要
旨
）

予
算
編
成
の
重
点
分
野
は
景
気
雇
用
対
策
と
産
業
活
性
化

第１回定例会
予
算
編
成
の
重
点
な
ど
論
議
代
表
質
問

産
業
活
性
化
の
諸
方
策
を
報
告
特
別
委

　
平
成
一
六
年
第
一
回
定
例
会
は
、
二
月
二
五
日
か

ら
三
月
二
二
日
ま
で
、
二
七
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

知
事
か
ら
、
平
成
一
六
年
度
一
般
会
計
予
算
や
茨
城

県
産
業
活
性
化
推
進
条
例
な
ど
、
議
員
か
ら
、
地
球

温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源
対
策
の
着
実
な
推
進
を
求

め
る
意
見
書
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
代
表
質
問
で
は
、予
算
編
成
に
お
け
る
重
点
、合
併

後
の
地
域
づ
く
り
、
県
域
放
送
の
地
域
格
差
解
消
な

ど
に
つ
い
て
、ま
た
、一
般
質
問
で
は
、
日
立
電
鉄
線

存
続
へ
の
対
応
、霞
ケ
浦
環
境
セ
ン
タ
ー
整
備
、下
館

シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
整
備
、産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
対

策
、涸
沼
の
水
質
浄
化
対
策
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
、
子
供
の
医
療
費
無
料
化
拡
充
、
茨
城
の
将
来

像
、
県
西
の
公
立
病
院
の
統
合
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
（
二

四
面
に
掲
載
）

　
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
及
び
三
位
一
体
改

革
へ
の
対
応
、
ご
近
所
の
底
力
再
生
事
業
、
市
町
村

合
併
と
保
健
医
療
圏
、
土
づ
く
り
、
予
算
削
減
下
の

土
木
部
事
業
、
自
警
団
活
動
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
（
六

七
面
に
掲
載
）

　
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
授
業
時
数
の
確
保
、
常

陸
川
水
門
の
魚
道
設
置
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
（
五
面
に
掲
載
）

　
産
業
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
は
、
産

業
活
性
化
の
諸
方
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
報
告
書

が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
（
五
面
に
掲
載
）

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、
意

見
書
な
ど
一
〇
一
の
議
案
が
可
決
、
同
意
、
認
定
、

承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
者
一
般
質
問
（
要
旨
）
（
２
－
４
面
）

日
立
電
鉄
線
存
続
へ
の
対
応
は
市
・
会
社
の
意
向
踏
ま
え
検
討

日立電鉄線の運行の様子

石
川
　
多
聞
自
由
民
主
党

（

）

染
谷
　
　
清
自
民
県
政

ク
　
ラ
　
ブ

長
谷
川
修
平
民
主
清
新

ク
　
ラ
　
ブ

武
藤
　
　
均
自
　由
　民
　主
　党

（

）

足
立
　
寛
作
公
　
　
明
　
　
党

（

）

田
所
　
嘉
徳
自
　由
　民
　主
　党

（

）

半
村
　
　
登
自
民
県
政
ク
ラ
ブ

（

）

大
高
　
伸
一
自
　由
　民
　主
　党

（

）

川
口
　
　
浩
民
主
清
新
ク
ラ
ブ

（

）

大
内
久
美
子
日
　本
　共
　産
　党

（

）

伊
沢
　
勝
徳
自
　由
　民
　主
　党

（

）

新
井
　
　
昇
自
　由
　民
　主
　党

（

）

　
議
員
（
自
民
）
　
日
立
電
鉄

線
の
廃
止
は
、
地
域
社
会
に
大

き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
存
続

に
向
け
、
経
営
見
通
し
の
再
検

討
、
会
社
・
地
元
自
治
体
・
県

の
協
力
体
制
の
構
築
が
重
要
と

え
る
が
、
県
の
対
応
は
。

　
企
画
部
長
　
地
域
を
挙
げ
た

議
論
に
資
す
る
情
報
提
供
を
行

う
と
と
も
に
、
地
元
市
が
、
鉄

道
を
地
域
で
支
え
、
市
民
に
よ

る
利
用
促
進
を
図
る
と
判
断
し

た
場
合
に
は
、
会
社
の
意
向
も

踏
ま
え
、
対
応
を
検
討
す
る
。

　
議
員
　
現
在
の
学
校
教
育
に

お
い
て
地
域
の
力
は
不
可
欠
で

あ
る
が
、
そ
の
活
用
は
十
分
で

は
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
各
学

校
へ
の
配
置
を
提
案
す
る
が
。

　
教
育
長
　
地
域
を
熟
知
す
る

地
元
の
方
々
に
よ
る
支
援
は
極

め
て
有
効
で
あ

り
、
各
学
校
に
対

し
、
市
町
村
を
通

じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
実
態
に
応
じ
た

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
委
嘱
・
活
用

に
つ
い
て
、
奨
励

し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
電
子

県
庁
時
代
の
行
政

の
あ
り
方
、
合
併

に
関
す
る
諸
問
題

な
ど
も
質
問
）

　
議
員
（
自
民
）
　
平
成
一
六

年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
案

は
対
前
年
度
比
〇
・
八
％
の
減

と
、
三
年
連
続
の
緊
縮
予
算
に

な
っ
て
い
る
。
三
位
一
体
改
革

に
よ
り
地
方
交
付
税
や
国
庫
補

助
金
が
制
限
さ
れ
大
変
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
ど
の
よ
う
な

点
に
重
点
を
置
い
て
予
算
編
成

を
し
た
の
か
伺
う
。

　
知
事
　
景
気
・
雇
用
対
策
や

産
業
の
活
性
化
の
た
め
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
融
資
枠
の
倍

増
、
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
等
を
行
う
ほ
か
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
農
業
改

革
、
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
、

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
等
の

分
野
に
重
点
を
置
い
て
編
成
し

た
。

　
議
員
　
今
年
一
〇
月
に
県
域

テ
レ
ビ
が
放
送
開
始
さ
れ
、
テ

レ
ビ
か
ら
得
ら
れ
る
地
域
の
身

近
な
情
報
量
が
格
段
に
増
え
る

こ
と
に
な
る
が
、
い
ば
ら
き
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
方
法

も
含
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
県
域
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
活
用
方
策
を
伺
う
。

　
知
事
　
県
域
テ
レ
ビ
の
番
組

枠
の
中
で
、
県
庁
や
市
町
村
庁

舎
か
ら
い
ば
ら
き
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た

生
中
継
に
よ
る
放
送
が
で
き
る

よ
う
計
画
を
進
め
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
県
庁
内
に
サ
テ
ラ

イ
ト
ス
タ
ジ
オ
を
整
備
し
、
県

政
に
係
る
情
報
を
直
接
県
民
に

伝
え
て
い
き
た
い
。

　
議
員
　
個
人
保
証
や
不
動
産

担
保
を
求
め
な
い
融
資
の
取
扱

開
始
や
中
小
企
業
再
生
支
援
協

議
会
の
全
都
道
府
県
設
置
な

ど
、
中
小
企
業
に
再
起
を
促

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
後

押
し
す
る
基
盤
が
整
い
つ
つ
あ

る
が
、
県
は
ど
の
よ
う
に
中
小

企
業
の
再
生
を
進
め
て
い
く
の

か
、
具
体
的
な
方
策
を
伺
う
。

　
知
事
　
総
額
三
〇
億
円
の
中

小
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
を

設

し
、
債
務
過
剰
状
態
に
あ
る
も

の
の
本
業
は
相
応
の
収
益
力
が

あ
り
、
再
生
が
可
能
と
見
込
ま

れ
る
企
業
を
対
象
と
し
て
、
経

営
改
善
計
画
の
下
で
債
権
買
い

取
り
な
ど
を
行
い
、
過
剰
債
務

を
解
消
し
、
事
業
の
再
構
築
を

支
援
す
る
。

　
議
員
　
米
政
策
改
革
大
綱
が

平
成
一
六
年
度
か
ら
実
行
に
移

さ
れ
、
消
費
者
に
支
持
さ
れ
た

米
だ
け
が
生
き
残
る
産
地
間
競

争
が
始
ま
る
。
県
で
は
、
ど
の

よ
う
に
農
業
者
の
意
識
改
革
を

促
し
、
米
の
生
産
・
販
売
戦
略

を
描
き
、
水
田
農
業
の
振
興
を

図
る
の
か
伺
う
。

　
知
事
　
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
買
っ
て
も
ら
え
る
米
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
情
報
提

供
や
話
し
合
い
を
通
じ
た
一
層

の
意
識
改
革
、
高
品
質
米
生
産

運
動
、
用
水
機
場
ご
と
の
品
種

統
一
、
稲
作
部
会
の
再
編
強

化
、
販
売
活
動
の
支
援
等
を
推

進
し
て
い
く
。

　
議
員
　
二
一
世
紀
を
担
う
人

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
社
会
が
連
携
、
協

働
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

教
育
の
日
や
教
育
週
間
を
制
定

し
、
教
育
に
対
す
る
県
民
の
意

識
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

　
知
事
　
教
育
に
つ
い
て
県
民

全
体
で

え
る
契
機
と
し
て
、

教
育
の
日
や
教
育
週
間
を
制
定

す
る
こ
と
は
大
変
意
義
が
あ
る

と

え
て
お
り
、
教
育
の
日
に

関
す
る
条
例
を
第
二
回
定
例
会

に
提
案
し
、
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
地
域
と
学
校
と
の
交
流
事
業

な
ど
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
行
政
の
軽
量
化
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、

介
護
保
険
制
度
の
運
用
、
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対
応
な
ど
も
質
問
）


